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研究要旨 

診断困難なME/CFSのバイオマーカー探索を目的として膠原病の病態への関与が示唆される自己免疫関連

リンパ球について評価した。その結果、一部の患者でのPlasmablastの増加やNRP1+ヘルパーT細胞の増加

などの知見を認め、ME/CFSでは、自己免疫病態と関連するリンパ球の異常を認めることが明らかとなった。 

 

Ａ．研究目的 

  筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群（ME/CFS）は、

多くは感染症様症状を経て発症し、強い倦怠感に加

え多様な神経機能異常や「労作後の消耗」を特徴と

し、WHOで神経系疾患(ICD-11 8E49)と分類され

ている。しかし客観的診断基準が確立していないた

め、診療・研究・治療開発が立ち遅れている。この

状況を打開するため、診断バイオマーカーの必要性

は高い。近年、発症機序に関連する生物学的変化を

評価するバイオマーカーの研究が世界で急速に進

んでいる。例えば Scheibenbogen らによる、ME/

CFS 患者４０％程度で抗自律神経受容体抗体（β

２およびβ１  adrenergic receptor に対する自

己抗体）が検出されるという報告については、NC

NPのAMED研究によって日本人患者でも同様の

結果が確認された（Fujii et al. J Neuroimaging 

2020）。 

本研究の目的は近年の ME/CFS の免疫病態や脳

画像異常に関する知見を踏まえ、患者血液を用いた

診断バイオマーカーを探索することである。 

 

Ｂ．研究方法 

NCNP 病院通院中のカナダ基準を満たす ME/CFS

患者を対象とし、年齢/性別をマッチさせた健常者

と比較した。以下の評価項目について検討した。臨

床情報（重症度や抑うつ・痛み・睡眠障害等のスコ

ア）、頭部 MRI 画像（T1/T2/FRAIR/DTI）、末梢血

リンパ球解析（フローサイトメーターによる解析）、

自己抗体（抗自律神経受容体抗体：Celltrend 社）。 

 

       

     

  

（倫理面への配慮） 

 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針に則り、NCNP倫理委員会にて承認を得て 

実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

B細胞亜分画解析の結果、一部の患者で抗体産生細

胞であるPlasmablastの増加、その前駆細胞でSLEに

おける病原性細胞として報告されているIgG-CD27-

CD11c+陽性B細胞の一部患者における増加、同細胞

と抗自律神経受容体抗体（抗b1-adr-R/b2-adr-R/M

3-Ach-R/M4-Ach-R-Abs）の間に弱い相関関係を認め

た。ヘルパーT細胞の亜分画解析の結果、患者群に

おけるTEM(effector memory T cells)の増加およ

び、NRP-1陽性Th細胞の増加を認めた。また、抗自

律神経受容体抗体と頭部MRIの右弁蓋部の異常の関

連を見出し、自己抗体と脳障害との関連が示唆され

た（Kimura, Sato  et al. J of Neuroimaging , 

2023）。 

 

Ｄ．考察 

候補となるバイオマーカーが変動することや、リ

ンパ球測定は専用の機器を必要とするため多施設

での検証に不向きである点が障壁となっている。

多施設での検証が可能なバイオマーカー候補とし

て、現時点では抗自律神経受容体抗体が有力であ

る。その理由は、保存血清で実施できること、ドイ

ツ・スウェーデン・本邦の患者における知見がある

こと、頭部 MRI 画像との関連を認め、病態との関

連に関する知見が得られていることである。 

 

       

 



Ｅ．結論 

ME/CFS における自己免疫病態と深く関連するリ

ンパ球の異常をあきらかにしたが、汎用性のある

バイオマーカーの開発が必要である。バイオマー

カーの開発が必要である。ンパ球の異常をあきら

かにしたが、汎用性のあるバイオマーカーの開発

が必要である。 
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